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  （百万円未満切捨て）

１．平成30年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（平成29年４月１日～平成29年９月30日） 

（１）連結経営成績 （％表示は、対前年中間期増減率）
 

  経常収益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

中間純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年３月期中間期 31,697 3.5 4,273 64.1 2,873 9.2 

29年３月期中間期 30,633 △3.2 2,603 △55.5 2,631 △25.3 
 
（注）包括利益 30年３月期中間期 9,797 百万円 （－％）   29年３月期中間期 △485 百万円 （－％） 
 

  １株当たり中間純利益 
潜在株式調整後 

１株当たり中間純利益 

  円 銭 円 銭 

30年３月期中間期 151.79 134.51 

29年３月期中間期 133.53 81.69 

（注）平成28年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しましたが、前連結会計年度の期首に当該株式併合を実施したと

仮定し、１株当たり中間純利益及び潜在株式調整後１株当たり中間純利益を算出しております。 
 
（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

30年３月期中間期 3,791,845 235,365 6.2 

29年３月期 3,667,586 227,591 6.1 
 
（参考）自己資本 30年３月期中間期 234,609 百万円   29年３月期 223,083 百万円 

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権－期末非支配株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。

なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。 
 
２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 
  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
29年３月期 － 3.50 － 35.00 － 
30年３月期 － 35.00       
30年３月期（予想）     － 35.00 70.00 

 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

（注）平成28年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施したため、29年３月期第２四半期末の配当金については、当該株

式併合前の金額を記載し、年間配当金合計は「―」として記載しております。 
 

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  経常収益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 59,900 △5.1 6,000 △21.7 4,100 △31.0 216.64 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    

 



※  注記事項 
（１）当中間期における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

 
（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更              ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                ： 無    

④  修正再表示                          ： 無    

 

（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年３月期中間期 19,755,487 株 29年３月期 19,755,487 株 

②  期末自己株式数 30年３月期中間期 826,984 株 29年３月期 830,172 株 

③  期中平均株式数（中間期） 30年３月期中間期 18,927,034 株 29年３月期中間期 19,709,194 株 

(注)平成28年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しましたが、前連結会計年度の期首に当該株式併合を実施

したと仮定し、期中平均株式数（中間期）を算定しております。 
 
（個別業績の概要） 

１．平成30年３月期第２四半期（中間期）の個別業績（平成29年４月１日～平成29年９月30日） 

（１）個別経営成績 （％表示は、対前年中間期増減率） 
 
  経常収益 経常利益 中間純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年３月期中間期 22,804 1.7 3,475 65.6 2,304 △4.4 

29年３月期中間期 22,431 △6.2 2,098 △59.2 2,412 △25.4 
 
  １株当たり中間純利益 

  円 銭 

30年３月期中間期 121.77 

29年３月期中間期 122.38 

（注）平成28年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しましたが、前事業年度の期首に当該株式併合を実施したと仮定

し、１株当たり中間純利益を算出しております。 
 
（２）個別財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

30年３月期中間期 3,753,418 226,446 6.0 

29年３月期 3,629,326 217,943 6.0 
 
（参考）自己資本 30年３月期中間期 226,323 百万円   29年３月期 217,841 百万円 

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権）を期末資産の部合計で除して算出しております。 

なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。 
 
２．平成30年３月期の個別業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率） 
 

  経常収益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 42,900 △7.8 4,900 △25.5 3,500 △35.9 184.93 

 

※  中間決算短信は中間監査の対象外です。 
 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

１．当行は、特定事業会社（企業内容等の開示に関する内閣府令第17条の15第２項に規定する事業を行う会社）に該

当するため、第２四半期会計期間については、中間連結財務諸表及び中間財務諸表を作成しております。 

２．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると 

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当行として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績 

等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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１．当中間期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当中間連結会計期間におけるわが国経済は、政府及び日本銀行の継続的な経済対策や金融政策を背景とする雇

用・所得環境の改善により、景気は引き続き緩やかな回復基調にあります。しかし、海外における不安定な政治動

向や地政学的リスクなどの不確実性の高まりにより、先行き不透明な状況が依然として続いております。

 このような経済状況下、当行の連結ベースでの経営成績は以下のとおりとなりました。

 当中間連結会計期間の経常収益は、利回り低下により貸出金利息等が減少したものの、株式等売却益が増加した

こと等を主な要因として、前年同期比10億64百万円増加し316億97百万円となりました。

 経常費用は、与信関連費用が減少したこと等を主な要因として、前年同期比６億６百万円減少し274億23百万円

となりました。

 この結果、経常利益は前年同期比16億70百万円増加し42億73百万円となりました。また、親会社株主に帰属する

中間純利益は前年同期比２億41百万円増加し28億73百万円となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

 預金の当中間連結会計期間末残高につきましては、当中間連結会計期間中868億64百万円増加し３兆3,051億14百

万円となりました。預金の増加のうち、個人預金につきましては、当中間連結会計期間中72億81百万円の増加とな

りました。

 貸出金の当中間連結会計期間末残高につきましては、住宅ローンの増強等により、当中間連結会計期間中362億

19百万円増加し２兆4,256億84百万円となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 通期の連結業績予想につきましては、平成29年５月12日に公表しました連結業績予想から変更はありません。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当中間連結会計期間 
(平成29年９月30日) 

資産の部    

現金預け金 249,635 280,913 

コールローン及び買入手形 1,698 1,622 

有価証券 919,295 945,872 

貸出金 2,389,465 2,425,684 

外国為替 3,748 4,393 

リース債権及びリース投資資産 28,593 29,485 

その他資産 27,449 57,299 

有形固定資産 35,951 35,564 

無形固定資産 2,045 2,147 

退職給付に係る資産 10,998 11,202 

繰延税金資産 758 778 

支払承諾見返 11,021 9,650 

貸倒引当金 △13,076 △12,770 

資産の部合計 3,667,586 3,791,845 

負債の部    

預金 3,218,250 3,305,114 

譲渡性預金 63,180 63,240 

コールマネー及び売渡手形 12,340 13,527 

債券貸借取引受入担保金 31,088 50,231 

借用金 34,207 42,254 

外国為替 17 105 

社債 10,000 10,000 

新株予約権付社債 11,219 11,273 

その他負債 21,392 20,792 

賞与引当金 1,078 1,052 

役員賞与引当金 46 24 

退職給付に係る負債 5,055 4,888 

役員退職慰労引当金 30 27 

睡眠預金払戻損失引当金 360 351 

偶発損失引当金 2,157 2,052 

利息返還損失引当金 184 176 

繰延税金負債 15,139 18,601 

再評価に係る繰延税金負債 3,223 3,114 

支払承諾 11,021 9,650 

負債の部合計 3,439,995 3,556,480 

純資産の部    

資本金 25,090 25,090 

資本剰余金 18,810 21,231 

利益剰余金 128,758 131,213 

自己株式 △3,614 △3,600 

株主資本合計 169,045 173,935 

その他有価証券評価差額金 50,085 56,927 

繰延ヘッジ損益 △0 － 

土地再評価差額金 4,400 4,153 

退職給付に係る調整累計額 △447 △406 

その他の包括利益累計額合計 54,037 60,674 

新株予約権 102 123 

非支配株主持分 4,405 631 

純資産の部合計 227,591 235,365 

負債及び純資産の部合計 3,667,586 3,791,845 
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）

    (単位：百万円) 

 
前中間連結会計期間 

(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

当中間連結会計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

経常収益 30,633 31,697 

資金運用収益 16,533 16,313 

（うち貸出金利息） 11,886 11,422 

（うち有価証券利息配当金） 4,511 4,719 

役務取引等収益 4,115 4,294 

その他業務収益 9,624 9,990 

その他経常収益 360 1,098 

経常費用 28,029 27,423 

資金調達費用 1,263 1,471 

（うち預金利息） 652 446 

役務取引等費用 1,285 1,622 

その他業務費用 6,897 7,534 

営業経費 16,070 16,160 

その他経常費用 2,512 635 

経常利益 2,603 4,273 

特別利益 715 5 

固定資産処分益 2 5 

退職給付信託返還益 712 － 

特別損失 6 188 

固定資産処分損 6 188 

税金等調整前中間純利益 3,312 4,090 

法人税、住民税及び事業税 1,175 847 

法人税等調整額 △611 327 

法人税等合計 564 1,174 

中間純利益 2,748 2,915 

非支配株主に帰属する中間純利益 116 42 

親会社株主に帰属する中間純利益 2,631 2,873 
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（中間連結包括利益計算書）

    （単位：百万円） 

 
前中間連結会計期間 

(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

当中間連結会計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

中間純利益 2,748 2,915 

その他の包括利益 △3,234 6,881 

その他有価証券評価差額金 △2,561 6,840 

繰延ヘッジ損益 △0 0 

退職給付に係る調整額 △672 41 

中間包括利益 △485 9,797 

（内訳）    

親会社株主に係る中間包括利益 △601 9,756 

非支配株主に係る中間包括利益 116 40 
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（３）中間連結株主資本等変動計算書

前中間連結会計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日） 

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 25,090 18,810 127,458 △3,592 167,766 

当中間期変動額          

剰余金の配当     △689   △689 

親会社株主に帰属する中間
純利益     2,631   2,631 

自己株式の取得       △1 △1 

自己株式の処分   △1   11 10 

非支配株主との取引に係る
親会社の持分変動          

土地再評価差額金の取崩          

その他利益剰余金からその
他資本剰余金への振替   1 △1   － 

株主資本以外の項目の当中
間期変動額（純額）          

当中間期変動額合計 － － 1,940 10 1,950 

当中間期末残高 25,090 18,810 129,398 △3,582 169,717 

 

                 

  その他の包括利益累計額 

新株予約権 
非支配株主
持分 

純資産合計 
 

その他有価
証券評価差
額金 

繰延ヘッジ 
損益 

土地再評価
差額金 

退職給付に係
る調整累計額 

その他の包
括利益累計
額合計 

当期首残高 52,614 0 4,400 415 57,430 76 4,161 229,434 

当中間期変動額                

剰余金の配当               △689 

親会社株主に帰属する中間
純利益               2,631 

自己株式の取得               △1 

自己株式の処分               10 

非支配株主との取引に係る
親会社の持分変動                

土地再評価差額金の取崩                

その他利益剰余金からその
他資本剰余金への振替               － 

株主資本以外の項目の当中
間期変動額（純額） 

△2,561 △0 － △672 △3,233 25 113 △3,094 

当中間期変動額合計 △2,561 △0 － △672 △3,233 25 113 △1,143 

当中間期末残高 50,053 0 4,400 △257 54,196 102 4,274 228,290 
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当中間連結会計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日） 

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 25,090 18,810 128,758 △3,614 169,045 

当中間期変動額          

剰余金の配当     △662   △662 

親会社株主に帰属する中間
純利益     2,873   2,873 

自己株式の取得       △4 △4 

自己株式の処分   △3   18 14 

非支配株主との取引に係る
親会社の持分変動   2,421     2,421 

土地再評価差額金の取崩     247   247 

その他利益剰余金からその
他資本剰余金への振替   3 △3   － 

株主資本以外の項目の当中
間期変動額（純額）          

当中間期変動額合計 － 2,421 2,454 14 4,890 

当中間期末残高 25,090 21,231 131,213 △3,600 173,935 

 

                 

  その他の包括利益累計額 

新株予約権 非支配株主
持分 

純資産合計 
 

その他有価
証券評価差
額金 

繰延ヘッジ 
損益 

土地再評価
差額金 

退職給付に係
る調整累計額 

その他の包
括利益累計
額合計 

当期首残高 50,085 △0 4,400 △447 54,037 102 4,405 227,591 

当中間期変動額                

剰余金の配当               △662 

親会社株主に帰属する中間
純利益               2,873 

自己株式の取得               △4 

自己株式の処分               14 

非支配株主との取引に係る
親会社の持分変動               2,421 

土地再評価差額金の取崩               247 

その他利益剰余金からその
他資本剰余金への振替               － 

株主資本以外の項目の当中
間期変動額（純額） 6,842 0 △247 41 6,636 21 △3,773 2,884 

当中間期変動額合計 6,842 0 △247 41 6,636 21 △3,773 7,774 

当中間期末残高 56,927 － 4,153 △406 60,674 123 631 235,365 
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（重要な後発事象）

(無担保社債（実質破綻時免除特約及び劣後特約付）の発行)

平成29年９月27日開催の取締役会において無担保社債の発行を決議し、平成29年10月18日に払込みが完了しており

ます。その概要は次のとおりであります。

（１）社債の名称

株式会社名古屋銀行第２回期限前償還条項付無担保社債（実質破綻時免除特約及び劣後特約付）

（２）発行価格

各社債の金額100円につき金100円

（３）発行価額の総額

金100億円

（４）社債の利率

①当初５年間（平成34年10月18日まで）：年0.48％

②以後５年間：６ヶ月ユーロ円ＬＩＢＯＲ+0.37％

（５）担保の有無

本社債には担保及び保証は付されておらず、また本社債のために特に留保されている資産はありません。

（６）償還期限

平成39年10月18日

（７）償還方法

満期一括償還

（８）調達資金の使途

一般運転資金
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３．中間財務諸表

（１）中間貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(平成29年３月31日) 
当中間会計期間 

(平成29年９月30日) 

資産の部    

現金預け金 249,577 280,851 

コールローン 1,698 1,622 

有価証券 921,405 949,345 

貸出金 2,389,010 2,424,852 

外国為替 3,748 4,393 

その他資産 16,732 46,443 

その他の資産 16,732 46,443 

有形固定資産 35,111 34,623 

無形固定資産 1,808 1,937 

前払年金費用 11,180 11,334 

支払承諾見返 10,854 9,500 

貸倒引当金 △11,800 △11,488 

資産の部合計 3,629,326 3,753,418 

負債の部    

預金 3,226,258 3,313,580 

譲渡性預金 63,180 63,240 

コールマネー 12,340 13,527 

債券貸借取引受入担保金 31,088 50,231 

借用金 10,887 17,273 

外国為替 17 105 

社債 10,000 10,000 

新株予約権付社債 11,219 11,273 

その他負債 8,894 8,572 

未払法人税等 1,262 490 

リース債務 223 198 

資産除去債務 35 35 

その他の負債 7,373 7,847 

賞与引当金 1,025 995 

役員賞与引当金 35 19 

退職給付引当金 4,505 4,354 

睡眠預金払戻損失引当金 360 351 

偶発損失引当金 2,157 2,052 

繰延税金負債 15,334 18,778 

再評価に係る繰延税金負債 3,223 3,114 

支払承諾 10,854 9,500 

負債の部合計 3,411,382 3,526,971 
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    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(平成29年３月31日) 
当中間会計期間 

(平成29年９月30日) 

純資産の部    

資本金 25,090 25,090 

資本剰余金 18,645 18,645 

資本準備金 18,645 18,645 

利益剰余金 123,240 125,126 

利益準備金 8,029 8,029 

その他利益剰余金 115,210 117,096 

買換資産圧縮積立金 164 164 

別途積立金 57,720 57,720 

繰越利益剰余金 57,325 59,211 

自己株式 △3,614 △3,600 

株主資本合計 163,362 165,262 

その他有価証券評価差額金 50,078 56,907 

繰延ヘッジ損益 △0 － 

土地再評価差額金 4,400 4,153 

評価・換算差額等合計 54,478 61,060 

新株予約権 102 123 

純資産の部合計 217,943 226,446 

負債及び純資産の部合計 3,629,326 3,753,418 
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（２）中間損益計算書

    (単位：百万円) 

 
前中間会計期間 

(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

当中間会計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

経常収益 22,431 22,804 

資金運用収益 16,502 16,288 

（うち貸出金利息） 11,861 11,401 

（うち有価証券利息配当金） 4,505 4,715 

役務取引等収益 4,167 4,350 

その他業務収益 1,400 1,256 

その他経常収益 360 909 

経常費用 20,333 19,328 

資金調達費用 1,219 1,430 

（うち預金利息） 652 446 

役務取引等費用 1,382 1,720 

その他業務費用 265 464 

営業経費 15,089 15,144 

その他経常費用 2,376 568 

経常利益 2,098 3,475 

特別利益 712 4 

特別損失 6 189 

税引前中間純利益 2,805 3,290 

法人税、住民税及び事業税 1,001 631 

法人税等調整額 △607 353 

法人税等合計 393 985 

中間純利益 2,412 2,304 
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（３）中間株主資本等変動計算書

前中間会計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日）

                (単位：百万円) 

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

  

資本準備金 
その他資
本剰余金 

資本剰余
金合計 

利益準備金 

その他利益剰余金 

利益剰余
金合計   

買換資産
圧縮積立
金 

別途積立金 
繰越利益
剰余金 

当期首残高 25,090 18,645 － 18,645 8,029 164 57,720 56,511 122,425 

当中間期変動額                   

剰余金の配当               △689 △689 

中間純利益               2,412 2,412 

自己株式の取得                   

自己株式の処分     △1 △1           

土地再評価差額金の取崩                   

その他利益剰余金からその他
資本剰余金への振替     1 1       △1 △1 

株主資本以外の項目の当中間
期変動額（純額）                   

当中間期変動額合計 － － － － － － － 1,720 1,720 

当中間期末残高 25,090 18,645 － 18,645 8,029 164 57,720 58,232 124,146 

 

                 

  株主資本 評価・換算差額等 

新株予約権 純資産合計 
  自己株式 株主資本合計 

その他有価
証券評価差
額金 

繰延ヘッジ
損益 

土地再評価
差額金 

評価・換算
差額等合計 

当期首残高 △3,592 162,569 52,603 0 4,400 57,004 76 219,649 

当中間期変動額                 

剰余金の配当   △689           △689 

中間純利益   2,412           2,412 

自己株式の取得 △1 △1           △1 

自己株式の処分 11 10           10 

土地再評価差額金の取崩                 

その他利益剰余金からその他
資本剰余金への振替   －           － 

株主資本以外の項目の当中間
期変動額（純額）     △2,564 △0 － △2,564 25 △2,538 

当中間期変動額合計 10 1,731 △2,564 △0 － △2,564 25 △807 

当中間期末残高 △3,582 164,300 50,039 0 4,400 54,439 102 218,842 

 

- 12 -

(株)名古屋銀行（8522）平成30年３月期　第２四半期（中間期）決算短信



当中間会計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日）

                (単位：百万円) 

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

  

資本準備金 その他資
本剰余金 

資本剰余
金合計 

利益準備金 

その他利益剰余金 

利益剰余
金合計   

買換資産
圧縮積立
金 

別途積立金 繰越利益
剰余金 

当期首残高 25,090 18,645 － 18,645 8,029 164 57,720 57,325 123,240 

当中間期変動額                   

剰余金の配当               △662 △662 

中間純利益               2,304 2,304 

自己株式の取得                   

自己株式の処分     △3 △3           

土地再評価差額金の取崩               247 247 

その他利益剰余金からその他
資本剰余金への振替     3 3       △3 △3 

株主資本以外の項目の当中間
期変動額（純額）                   

当中間期変動額合計 － － － － － － － 1,886 1,886 

当中間期末残高 25,090 18,645 － 18,645 8,029 164 57,720 59,211 125,126 

 

                 

  株主資本 評価・換算差額等 

新株予約権 純資産合計 
  自己株式 株主資本合計 

その他有価
証券評価差
額金 

繰延ヘッジ
損益 

土地再評価
差額金 

評価・換算
差額等合計 

当期首残高 △3,614 163,362 50,078 △0 4,400 54,478 102 217,943 

当中間期変動額                 

剰余金の配当   △662           △662 

中間純利益   2,304           2,304 

自己株式の取得 △4 △4           △4 

自己株式の処分 18 14           14 

土地再評価差額金の取崩   247           247 

その他利益剰余金からその他
資本剰余金への振替   －           － 

株主資本以外の項目の当中間
期変動額（純額）     6,828 0 △247 6,581 21 6,603 

当中間期変動額合計 14 1,900 6,828 0 △247 6,581 21 8,503 

当中間期末残高 △3,600 165,262 56,907 － 4,153 61,060 123 226,446 
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 ４. 決算補足説明資料 

 

Ⅰ．平成30年３月期 第２四半期決算の概況      

１．損益状況 【単体】 Ｐ． 15 

【連結】 Ｐ． 16 

２．業務純益 【単体】 Ｐ． 17 

３．利鞘 【単体】 Ｐ． 17 

４．有価証券関係損益 【単体】 Ｐ． 17 

５．ＲＯＥ 【単体】／【連結】 Ｐ． 18 

６．自己資本比率（国際統一基準） 【単体】／【連結】 Ｐ． 18 

Ⅱ．貸出金等の状況      

１．貸倒引当金とリスク管理債権の状況 【単体】／【連結】 Ｐ． 19 

２．金融再生法開示債権の状況 【単体】 Ｐ． 20 

３．業種別貸出状況等      

①業種別貸出金 【単体】 Ｐ． 20 

②消費者ローン残高 【単体】 Ｐ． 21 

③中小企業等貸出比率 【単体】 Ｐ． 21 

④系列ノンバンク向け貸出金残高 【単体】 Ｐ． 21 

４．預金等・貸出金・有価証券の残高 【単体】 Ｐ． 21 

（参考）預り資産残高 【単体】 Ｐ． 21 

５．自己査定結果・金融再生法開示債権・リスク管理債権の関係 【単体】 Ｐ． 22 

Ⅲ．有価証券の評価損益      

１．有価証券の評価基準 【単体】／【連結】 Ｐ． 23 

２．評価損益 【単体】 Ｐ． 23 

Ⅳ．業績予想 【単体】／【連結】 Ｐ． 24 

Ⅴ．単体決算要約 【単体】 Ｐ． 25 

 

 

（注）金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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Ⅰ．平成30年３月期 第２四半期決算の概況 

１．損益状況 

【単 体】     （単位：百万円） 

  平成29年９月期 
 

平成28年９月期 
平成28年９月期比 

経常収益 22,804 373 22,431 

経常利益 3,475 1,377 2,098 

中間純利益 2,304 △107 2,412 
 
業務純益 3,807 △384 4,191 

 
  （単位：百万円） 
 

  平成29年９月期 
 

平成28年９月期 
平成28年９月期比 

業務粗利益 1 18,280 △922 19,202 

（除く国債等債券損益（５勘定尻）） 2 17,720 △520 18,241 

  資金利益 3 14,857 △424 15,282 

  役務取引等利益 4 2,630 △154 2,785 

  その他業務利益 5 792 △343 1,135 

  （うち国債等債券損益（５勘定尻）） 6 559 △402 961 

経費（除く臨時処理分）（△） 7 15,029 △5 15,035 

  人件費 8 8,511 27 8,484 

  物件費 9 5,627 △46 5,674 

  税金 10 891 14 876 

実質業務純益（一般貸倒引当金繰入前） 11 3,250 △917 4,167 

 
コア業務純益 
（除く国債等債券損益（５勘定尻）） 

12 2,690 △515 3,206 

一般貸倒引当金繰入額（△）① 13 △557 △533 △23 

業務純益 14 3,807 △384 4,191 

  （うち国債等債券損益（５勘定尻）） 15 559 △402 961 

臨時損益 16 △331 1,761 △2,093 

  不良債権処理額（△）② 17 830 △1,215 2,046 

    貸出金償却 18 － △0 0 

    個別貸倒引当金繰入額 19 560 △913 1,473 

    偶発損失引当金繰入額 20 － △392 392 

    延滞債権等売却損等 21 270 89 180 

  貸倒引当金戻入益③ 22 － － － 

  償却債権取立益 23 0 △0 0 

  偶発損失引当金戻入益④ 24 105 105 － 

  株式等関係損益 25 662 470 192 

  その他臨時損益 26 △269 △29 △239 

経常利益 27 3,475 1,377 2,098 

特別損益 28 △185 △892 706 

  うち固定資産処分損益 29 △185 △179 △6 

    固定資産処分益 30 4 4 － 

    固定資産処分損 31 189 183 6 

  うち退職給付信託返還益 32 － △712 712 

税引前中間純利益 33 3,290 485 2,805 

法人税、住民税及び事業税（△） 34 631 △369 1,001 

法人税等調整額（△） 35 353 961 △607 

法人税等合計（△） 36 985 592 393 

中間純利益 37 2,304 △107 2,412 
 

与信関連費用（①＋②－③－④） 38 168 △1,854 2,022 

 
（注）コア業務純益（No.12）＝実質業務純益（一般貸倒引当金繰入前）（No.11）－国債等債券損益（No.15） 
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【連 結】     （単位：百万円） 

  平成29年９月期 
 

平成28年９月期 
平成28年９月期比 

経常収益 31,697 1,064 30,633 

経常利益 4,273 1,670 2,603 

親会社株主に帰属する中間純利益 2,873 241 2,631 

 

            （単位：百万円） 

  平成29年９月期 
 

平成28年９月期 
平成28年９月期比 

連結粗利益 1 19,971 △855 20,826 

  資金利益 2 14,842 △427 15,269 

  役務取引等利益 3 2,672 △157 2,830 

  その他業務利益 4 2,456 △270 2,726 

営業経費（△） 5 16,160 89 16,070 

貸倒償却引当費用（△）① 6 331 △1,788 2,120 

  一般貸倒引当金繰入額 7 △567 △540 △27 

  貸出金償却 8 1 0 1 

  個別貸倒引当金繰入額 9 626 △946 1,573 

  偶発損失引当金繰入額 10 － △392 392 

  延滞債権等売却損等 11 270 89 180 

貸倒引当金戻入益② 12 － － － 

償却債権取立益 13 0 △0 0 

偶発損失引当金戻入益③ 14 105 105 － 

株式等関係損益 15 851 659 192 

その他 16 △162 61 △224 

経常利益 17 4,273 1,670 2,603 

特別損益 18 △183 △892 709 

税金等調整前中間純利益 19 4,090 777 3,312 

法人税、住民税及び事業税（△） 20 847 △328 1,175 

法人税等調整額（△） 21 327 938 △611 

法人税等合計（△） 22 1,174 610 564 

中間純利益 23 2,915 167 2,748 

非支配株主に帰属する中間純利益（△） 24 42 △73 116 

親会社株主に帰属する中間純利益 25 2,873 241 2,631 

 

与信関連費用（①－②－③） 26 226 △1,893 2,120 

 

（注）連結粗利益＝（資金運用収益－資金調達費用）＋（役務取引等収益－役務取引等費用） 

＋（その他業務収益－その他業務費用） 

 
 
 （参 考）       （単位：百万円） 

連結業務純益 27 4,990 298 4,691 

連結業務純益＝単体業務純益＋子会社経常利益＋関連会社経常利益×持ち分－内部取引（配当等） 
 
（連結子会社数）     （単位：社） 

連結子会社数 4 － 4 

持分法適用会社数 － － － 
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２．業務純益 

【単 体】 
   

(単位：百万円）

  平成29年９月期
 

平成28年９月期 
平成28年９月期比

実質業務純益（一般貸倒引当金繰入前） 3,250 △917 4,167

  職員一人当たり（千円） 1,700 △457 2,158

コア業務純益
2,690 △515 3,206

  （一般貸倒引当金繰入前、債券５勘定尻除く）

  職員一人当たり（千円） 1,407 △252 1,660

業務純益 3,807 △384 4,191

  職員一人当たり（千円） 1,992 △178 2,170

（注）職員数は、期中平均人員（出向者、臨時雇員及び嘱託を除く）を使用しております。

 

【職員数】

      (単位：人）

  平成29年９月期
 

平成28年９月期 
平成28年９月期比

平均人数 1,911 △20 1,931 

 

３．利鞘 

【単 体】      

  平成29年９月期
 

平成28年９月期
平成28年９月期比

  資金運用利回（Ａ） 0.93％ △0.04％ 0.97％

   貸出金利回（Ｂ） 0.96％ △0.11％ 1.07％ 

   有価証券利回 1.04％ 0.11％ 0.93％ 

  資金調達原価（Ｃ） 0.95％ △0.03％ 0.98％ 

   預金等原価（Ｄ） 0.92％ △0.05％ 0.97％ 

    預金等利回 0.02％ △0.02％ 0.04％ 

    経費率 0.89％ △0.03％ 0.92％ 

預貸金利鞘（Ｂ）－（Ｄ） 0.04％ △0.06％ 0.10％ 

総資金利鞘（Ａ）－（Ｃ） △0.02％ △0.01％ △0.01％ 

 

４．有価証券関係損益 

【単 体】 （単位：百万円）
 

  平成29年９月期
 

平成28年９月期
平成28年９月期比

国債等債券損益（５勘定尻） 559 △402 961

  売却益 1,007 △218 1,226 

  償還益 － － － 

  売却損 441 185 256 

  償還損 － － － 

  償却 6 △2 8 

 

  株式等損益（３勘定尻） 662 470 192

  売却益 689 473 215 

  売却損 26 3 22 

  償却 － △0 0 
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５．ＲＯＥ 

【単 体】／【連 結】 

 

平成29年９月期

 

平成28年９月期
  平成28年９月期比

業務純益ベース（単体） 3.41％ △0.40％ 3.81％

中間純利益ベース（連結） 2.50％ 0.17％ 2.33％ 

 ※ＲＯＥは年換算して算出しております。

 

６．自己資本比率（国際統一基準） 

  

【単 体】     (単位：億円）

〔速 報 値〕 平成29年９月末

 

平成29年３月末
平成29年３月末比

１． 単体総自己資本比率（４／７） 12.05％ 0.05％ 12.00％ 

２． 単体Tier１比率（５／７） 10.81％ 0.07％ 10.74％ 

３． 単体普通株式等Tier１比率（６／７） 10.81％ 0.07％ 10.74％ 

４． 単体における総自己資本の額 2,299 72 2,226

５． 単体におけるTier１資本の額 2,061 70 1,991

６． 単体における普通株式等Tier１資本の額 2,061 70 1,991

７． リスク・アセットの額 19,064 525 18,538

８． 単体総所要自己資本額（７×８％） 1,525 42 1,483

 

【連 結】     (単位：億円）

〔速 報 値〕 平成29年９月末

 

平成29年３月末
平成29年３月末比

１． 連結総自己資本比率（４／７） 12.25％ 0.09％ 12.16％ 

２． 連結Tier１比率（５／７） 11.01％ 0.13％ 10.88％ 

３． 連結普通株式等Tier１比率（６／７） 11.01％ 0.21％ 10.80％ 

４． 連結における総自己資本の額 2,389 81 2,307

５． 連結におけるTier１資本の額 2,147 82 2,065

６． 連結における普通株式等Tier１資本の額 2,146 96 2,049

７． リスク・アセットの額 19,488 521 18,967

８． 連結総所要自己資本額（７×８％） 1,559 41 1,517

（注）自己資本比率の算出にあたっては、以下の手法を採用しております。

   ・信用リスクに関する手法：標準的手法

   ・オペレーショナル・リスクに関する手法：粗利益配分手法

 なお、「第３の柱（市場規律）」に基づく開示事項につきましては当行ホームページ

（https://www.meigin.com/）に掲載しております。

小数点第２位未満を切り捨てにて表示しております。
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Ⅱ．貸出金等の状況 

１．貸倒引当金とリスク管理債権の状況 

【単 体】 
    （単位：百万円） 

  平成29年９月末 
 

平成28年９月末 
平成28年９月末比 

貸倒 引当金（Ａ) 11,488 △1,362 12,850 

  一般貸倒引当金 5,539 △959 6,498 

  個別貸倒引当金 5,949 △402 6,351 

リ 
ス 
ク 
管 
理 
債 
権 

破綻先債権額 1,513 △806 2,319 

延滞債権額 50,930 2,827 48,103 

３ヵ月以上延滞債権額 38 38 － 

貸出条件緩和債権額 9,659 △2,598 12,257 

合計（Ｂ） 62,141 △539 62,680 

引当率（Ａ）／（Ｂ） 18.49％ △2.01％ 20.50％ 

貸出 金残高（末残） 2,424,852 129,705 2,295,147 

貸 
出 
金 
残 
高 
比 

破綻先債権額 0.06％ △0.04 0.10％ 

延滞債権額 2.10％ 0.00％ 2.10％ 

３ヵ月以上延滞債権額 0.00％ 0.00％ 0.00％ 

貸出条件緩和債権額 0.40％ △0.13％ 0.53％ 

合計 2.56％ △0.17％ 2.73％ 

 

【連 結】 
    （単位：百万円）

  平成29年９月末
 

平成28年９月末
平成28年９月末比

貸倒 引当金 12,770 △1,428 14,198

  一般貸倒引当金 5,992 △974 6,966

  個別貸倒引当金 6,778 △454 7,232

リ 
ス 
ク 
管 
理 
債 
権 

破綻先債権額 1,518 △806 2,325

延滞債権額 51,037 2,897 48,139

３ヵ月以上延滞債権額 38 38 －

貸出条件緩和債権額 11,201 △2,846 14,048

合計 63,796 △717 64,513

貸出 金残高（末残） 2,425,684 130,237 2,295,447

貸 
出 
金 
残 
高 
比 

破綻先債権額 0.06％ △0.04％ 0.10％

延滞債権額 2.10％ 0.00％ 2.10％

３ヵ月以上延滞債権額 0.00％ 0.00％ 0.00％

貸出条件緩和債権額 0.46％ △0.15％ 0.61％

合計 2.63％ △0.18％ 2.81％
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２．金融再生法開示債権の状況 

【単 体】 
    （単位：百万円）

  平成29年９月末
 

平成28年９月末
平成28年９月末比

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 5,572 △1,211 6,784

危険債権 47,125 3,398 43,727 

要管理債権 9,697 △2,559 12,257 

合計（A） 62,395 △373 62,769 

保全額（B） 54,256 122 54,133 

  貸倒引当金 7,529 △1,144 8,673 

  担保保証等 46,726 1,266 45,459 

保全率（B）／（A） 86.96％ 0.72％ 86.24％ 

 

３．業種別貸出状況等 

①業種別貸出金 

【単 体】 
   

（単位：百万円）

  平成29年９月末
 

平成28年９月末
平成28年９月末比

国内

(除く

 

特別国際金融取引勘定分）
2,423,006   129,538 2,293,467

  製造業 451,078    18,364 432,714 

  農業，林業 1,202 △132 1,335 

  漁業 38        14 24 

  鉱業，採石業，砂利採取業 2,855       128 2,727 

  建設業 150,545 △616 151,161 

  電気・ガス・熱供給・水道業 50,230     3,233 46,997 

  情報通信業 26,745 △1,779 28,525 

  運輸業，郵便業 95,275     5,812 89,463 

  卸売業，小売業 355,592 △1,430 357,022 

  金融業，保険業 87,002 △3,956 90,959 

  不動産業，物品賃貸業 313,827    39,115 274,711 

  学術研究，専門・技術サービス業 18,812       735 18,076 

  宿泊業，飲食サービス業 25,646        40 25,605 

  生活関連サービス業，娯楽業 29,993       280 29,713 

  教育，学習支援業 9,051       990 8,061 

  医療，福祉 44,658     1,177 43,480 

  その他のサービス 41,912     1,905 40,006 

  地方公共団体 22,025     8,732 13,293 

  その他 696,511    56,925 639,586 
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②消費者ローン残高 

【単 体】     （単位：百万円）

  平成29年９月末
 

平成28年９月末
平成28年９月末比

消費者ローン残高 793,586 67,156 726,429

  うち住宅ローン残高 778,438 66,594 711,843

  うちその他ローン残高 15,148 562 14,586

 

③中小企業等貸出比率 

【単 体】 

  平成29年９月末
 

平成28年９月末
平成28年９月末比

中小企業等貸出比率 83.46％ 0.01％ 83.45％

 
 
④系列ノンバンク向け貸出金残高 

【単 体】     （単位：百万円）

  平成29年９月末
 

平成28年９月末
平成28年９月末比

系列ノンバンク向け貸出金残高 10,595 759 9,836

 

４．預金等・貸出金・有価証券の残高 

【単 体】     （単位：百万円）

  平成29年９月末
 

平成28年９月末
平成28年９月末比

預金等※（末残） 3,376,821 120,244 3,256,577

（平残） 3,331,072 102,425 3,228,646

貸出金 （末残） 2,424,852 129,705 2,295,147

（平残） 2,357,724 149,921 2,207,802

有価証券（末残） 949,345 △20,102 969,447

（平残） 903,484 △57,350 960,835

 ※（注）預金等＝預金＋譲渡性預金

 

（参考）預り資産残高 
 
【単 体】     （単位：百万円）

  平成29年９月末
 

平成28年９月末
平成28年９月末比

投資信託 101,901 4,464 97,436 

公共債 18,553 △4,645 23,198 

保険商品 258,560 20,307 238,252 

外貨預金 27,180 4,248 22,931 

合計 406,194 24,375 381,818 
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５．自己査定結果・金融再生法開示債権・リスク管理債権の関係 

【単 体】 
     

（単位：百万円） 

自己査定結果 
（対象債権：総与信）  

金融再生法に基づく開示額 
（対象債権：総与信及び自らの保証を付した私募債 

 ※要管理債権は貸出金のみ） 
 

リスク管理債権 
（対象債権：貸出金） 

                      

債務者区分 金額   債権区分 金額 貸倒引当金 担保保証等 保全率   開示区分 金額 

破綻先 
1,514 

＜734＞ 
 

破産更生債権 

及びこれらに 

準ずる債権 

5,572 

＜3,954＞ 

1,617 

 

3,954 

 

100.00％ 

 

  破綻先債権 
1,513 

＜734＞ 

実質破綻先 
4,058 

＜3,219＞ 
   

延滞債権 
50,930 

＜50,113＞ 
破綻懸念先 47,090   危険債権 47,125 4,307 39,065 92.04％  

要 

注 

意 

先 

要管理先 18,494 

 

要管理債権※ 9,697 1,604 3,706 54.77％ 

 
3ヵ月以上 

延滞債権 
38 

   
貸出条件 

緩和債権 
9,659 

  小計 
62,395 

＜60,777＞ 

 

7,529 

 

 

46,726 

 

 

86.96％ 

 

  合計 
62,141 

＜60,546＞ 

要管理先 

以外の 

要注意先 

430,054  

正常債権 2,397,132 

金融再生法開示債権（小計） 

の対象債権に占める割合 

＜ ＞内は、部分直接償却実施後 

2.54％ 

＜2.47％＞ 

 

リスク管理債権 

の対象債権に占める割合 

＜ ＞内は、部分直接償却実施後 

2.56％ 

＜2.50％＞ 正常先 1,913,344    

非分類債権 22,034    

合計 

 

2,436,590 

<2,434,972> 

 

  合計 
2,459,528 

＜2,457,910＞ 
           

（注）当行は部分直接償却を実施しておりませんが、実施した場合の開示債権額を＜ ＞内に記載しております。 
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Ⅲ．有価証券の評価損益 

１．有価証券の評価基準 

【単 体】／【連 結】 

売買目的有価証券 時価法（評価差額を損益処理） 

満期保有目的有価証券 償却原価法 

その他有価証券 時価法（評価差額を全部純資産直入） 

子会社及び関連会社株式 原価法 

 

２．評価損益 

【単 体】  
（単位：百万円）

 

平成29年９月末 平成28年９月末

評価損益 評価損益

  評価益 評価損   評価益 評価損

  満期保有目的 － － － － － － 

  その他有価証券 80,232 83,323 3,091 70,680 72,543 1,862 

  株式 77,899 78,215 315 58,247 58,623 376 

  債券 3,191 4,345 1,153 11,107 11,555 448 

  その他 △858 763 1,622 1,325 2,363 1,038 

    合計 80,232 83,323 3,091 70,680 72,543 1,862 

  株式 77,899 78,215 315 58,247 58,623 376 

  債券 3,191 4,345 1,153 11,107 11,555 448 

  その他 △858 763 1,622 1,325 2,363 1,038

（注）その他有価証券については、時価評価しておりますので、上記の表上は、貸借対照表価額と取得価額との差額を

計上しております。
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Ⅳ.業績予想 

平成30年３月期の業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

  

【単 体】                               (単位：百万円) 

 
平成30年３月期 

業績予想 

 
平成29年３月期 

平成29年３月期比 

経常収益 42,900 △3,646 46,546 

経常利益 4,900 △1,675 6,575 

当期純利益 3,500 △1,959 5,459 

業務純益 5,100 △3,151 8,251 

 

【連 結】                                         (単位：百万円) 

 
平成30年３月期 

業績予想 

 
平成29年３月期 

平成29年３月期比 

経常収益 59,900 △3,225 63,125 

経常利益 6,000 △1,663 7,663 

親会社株主に帰属する当期純利益 4,100 △1,845 5,945 
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Ⅴ.単体決算要約 

※(  )は平成28年9月期からの増減 

   ＜収益＞     ＜費用＞    ＜利益＞    

  
資金運用収益 

162億円（２億円減） 
事業性貸出・住宅ローン・有価証券

等による利息収益 

－ 

資金調達費用 

14億円（２億円増） 
各種預金に対して支払う利息等 

＝ 
①資金利益 

148億円（４億円減） 

   

      

      

      

      

                                                             ＋    

  
役務取引等収益 

43億円（１億円増） 
投資信託の販売や振込みなど各種

サービスによる受取手数料 

－ 

役務取引等費用 

17億円（３億円増） 
支払為替手数料等銀行が支払う手数

料 

＝ 
②役務取引等利益 

26億円（１億円減） 

   

      

      

      

      

                                                             ＋    

  

その他業務収益 

12億円（１億円減） 
外国為替売買益や債券の売却益等 

－ 

その他業務費用 

４億円（１億円増） 
国債等債券の売却損等 

＝ 

③その他業務利益 

７億円（３億円減） 
うち国債等債券損益 

５億円（４億円減） 

   

      

      

      

      

                                                                                

                                                                                

                                                                                

  
業務粗利益 

182億円（９億円減） 
①資金利益＋②役務取引等利益

＋③その他業務利益 

－ 

一般貸倒引当金繰入額△５億円（５億円減） 

＝ 
業務純益 

38億円（３億円減） 

  

     

   経費（除く臨時処理分） 

150億円（０億円減） 

 

  

     

     

                                                                                

                                                                                

  

業務純益 

38億円（３億円減） 
＋ 

臨時収益 

９億円（５億円増） 

株式等売却益、 

貸倒引当金戻入益、 

償却債権取立益等 

－ 

臨時費用 

12億円（12億円減） 

不良債権処理及び株

式等償却に関する費

用等 

＝ 
経常利益 

34億円（13億円増） 

  

     

     

     

     

                                                                                

                                                                                

  

経常利益 

34億円（13億円増） 
＋ 

特別利益 

０億円（７億円減） 

固定資産処分益等 

－ 

特別損失 

１億円（１億円増） 

固定資産処分損、 

減損損失等 

＝ 
税引前中間純利益 

32億円（４億円増） 

  

     

     

     

     

                                                                                

                                                                                

  

税引前中間純利益 

32億円（４億円増） 
－ 

法人税、住民税及び

事業税 

６億円（３億円減） 

－ 
法人税等調整額 

３億円（９億円増） 
＝ 

中間純利益 

23億円（１億円減） 

  

     

     

     

     

業務純益から一般貸倒引当金繰入額や債券の売却損益等を控除した収益力を示す指標として、実質業務純益・コア業務純益があります。 
◎実質業務純益  32億円＝業務純益 38億円＋一般貸倒引当金繰入額 △５億円 
◎コア業務純益  26億円＝実質業務純益 32億円－国債等債券損益 ５億円 
※国債等債券損益（５勘定尻）・・・債券売却益＋債券償還益－債券売却損－債券償還損－債券償却 
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